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研究成果の概要（和文）：本研究では、アジア及びオセアニアにおける留学生の国際移動と教育
文化交流の動向と課題を、国境を越えて展開されるトランスナショナル・プログラムに注目し
て海外調査をもとに実証的分析を行った。その結果、今日の留学生移動は、各国政府の政策に
加え、教育機関及び留学生個人の戦略性に富んだ国際交流活動に影響を受けており、しかもそ
の移動ルートは、欧米への移動にとどまらず、アジア域内あるいは中東やアフリカからアジア
への移動の活発化により、重層化・多様化していることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the current situation and
issues of international student mobility and transnational education in the Asia and Pacific
by the empirical analysis with field works. As a result, the international student mobility
has been caused by many strategies of governments, institutions and individual levels
through transnational programs beyond national boundaries, which has made the more
diversified and multilayered international students flow based on Asia and Pacific, i.e. the
flows from the Middle East and African countries as well as the flow to the Western
countries.
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１．研究開始当初の背景
（1）先行研究の特徴
高等教育の国際化ならびに留学生政策・教

育に関する研究は、グローバル化の進展のな

かで活発化している。1990 年代初頭には、
アジアの高等教育の歴史と現状を比較・研究
した P.G.アルトバック他編（馬越徹・大塚豊
監訳）（1993）『アジアの大学』等が先駆的研
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究として発表されているが、1990 年代半ば
以降、アジア各国で顕著になった多様化と民
営化を軸とする高等教育改革戦略に伴い、国
内外の研究は高等教育の国際化・グローバル
化に焦点をあてるものが増え、2000 年代に
おける日本の研究をみても、馬越徹編著
（2004）『アジア・オセアニアの高等教育』
（玉川大学出版部）、大塚豊研究代表（2004）
『アジア諸国におけるグローバリゼーショ
ン対応の高等教育改革戦略に関する比較研
究』（2002～2003 年度科研最終報告書）、さ
らに静岡総合研究機構編・馬越徹監修（2005）
『アジア・太平洋高等教育の未来像』（東信
堂）、横田雅弘研究代表（2005）『アジア太平
洋諸国の留学生受入れ政策と中国の動向』
（平成 2003～2005 年度科研中間報告書）等
が発表されている。

（2）本研究着想の背景
こうした先行研究の特徴は、いずれも国家

単位により高等教育の国際化が論じられて
いる点であり、杉村（2006）が研究代表者と
して本研究に先駆けて行った『国際教育市場
をめぐるアジア諸国の高等教育戦略に関す
る国際共同研究』（2004～2005 年度科研最終
報告書）も同じ視点に基づいたものであり、
人材育成・獲得と国際社会におけるプレゼン
スの確保を目指して、アジア各国が留学生獲
得競争を展開している国家の高等教育戦略
が明らかになった。しかしながら、今日では、
私費留学が世界中の留学生の約 9 割を占める
といわれ、実際には留学生個々人がもつ志向
や戦略に基づいて私費留学生の国際移動が
活発化しているのが実態である。アジアにお
いては、東アジア共同体など地域共同体構想
が論点とされており、日本においても留学生
政策を含めた新たな対外的な文化交流政策
が模索されているなか、国境を超える人の移
動と教育のボーダーレス化の実態が地域発
展に与えている影響を明らかにすることは、
極めて今日的課題であると考えた。

２．研究の目的
以上述べた研究の背景に基づき、本研究で

は以下の目的を掲げた。

(1)アジア及びオセアニアを中心に大きな変
化をみせている留学生の国際移動に焦点を
あて、各国の教育政策とは別に新たな教育文
化交流の潮流と課題を生み出していること
を、海外調査に基づき実証的に分析する。

(2)留学生移動を促すトランスナショナルな
教育プログラムとそれによってボーダーレ
スに展開されている高等教育の様相を明ら
かにする。

(3)留学生移動の研究に必要不可欠な海外の
研究者との研究ネットワークを築き、国境を
越える文化と人の移動に関する国際的な研
究基盤を確立する。

３．研究の方法
本研究は主として海外調査を軸とし、文献

資料調査及び研究者招聘や関係学会への参
加・発表等による研究成果交流により、本研
究の目的遂行に努めた。

(1)海外学術調査及び文献資料調査
本研究の参加メンバーの専門地域を中心

に、マレーシア（杉村美紀）、オーストラリ
ア（杉本和弘）、中国（苑復傑）、韓国（羅京
洙）、日本（Lrong Lim）をそれぞれ基点とし
た留学生移動の実態調査を行った。調査では
まず、それぞれの先行研究を分析し、文献資
料調査を行ったうえで、次いで留学生移動の
要因、さらに送り出し国や受入れ国などの関
係国・地域との関係性を明らかにするように
努めた。主要な調査訪問機関先は、調査対象
国の教育省、高等教育省、高等教育の質保証
機関、大学・カレッジ等の高等教育機関、出
入国管理関機関などである。

調査は後述するように毎年度行ったが、そ
のうち、最終年度においてはオーストラリア
とマレーシアのトランスナショナル教育を
研究している我妻鉄也氏（桜美林大学大学
院）にも海外調査の協力を仰いだ。

(2)研究者招聘ならびに関係学会への参加・
発表による研究交流の展開

本研究では、プロジェクトメンバー以外に、
後述するとおり、特に海外研究者の招聘を行
い、あわせて国内外の関係学会に積極的に参
加・発表することにより、海外研究協力のネ
ットワーク構築に努めた。

４．研究成果
以上述べたような研究目的および研究方

法により行った本研究の成果は以下の通り
である。

(1)研究会の開催
研究計画の検討、進捗状況の確認、招聘研

究者の研究発表（後述）等を行うため、2007
年度（2007 年 6 月、8 月、2008 年 3 月）、2008
年度（6月、8 月、2009 年 2 月)、2009 年（6
月、10 月、2010 年 3 月）と、各年度 3 回ず
つの研究会合を、いずれも研究代表者・杉村
が所属する上智大学で開催した。

(2)海外学術調査の実施
海外学術調査は、メンバーがそれぞれ専門

としている国を中心に、留学生移動の相関が
みられる国や地域について調査を行った。



2007 年 7 月 中国 杉村美紀
9月 韓国 羅 京洙

2008 年 2 月 タイ Lrong Lim
3 月 中国 苑 復傑
3月 台湾 杉村美紀
8月 マレーシア 杉村美紀
9月 マカオ Lrong Lim
9 月 香港・マカオ 杉村美紀

10 月 中国 苑 復傑
12 月 マレーシア 杉本和弘

2009 年 2 月 韓国 羅京洙
10 月 中国 苑復傑
10 月 マレーシア 我妻鉄也
11 月 マレーシア 杉村美紀
11 月 オーストラリア 杉本和弘

2009 年 12 月 韓国 羅京洙
12～1月 マレーシア Lrong Lim
3 月 スリランカ 杉村美紀

(3)海外研究者の招聘と研究交流
次に、本研究では海外調査と並行して、海

外から研究者を招へいし、研究会において意
見交換を行った。3 年間の招聘者は以下のと
おりである。（敬称略）

①Andrey Uroda（香港大学）
(2007 年８月）
「中国―ロシア間のクロスボーダー教育の

実態と課題」
②Morshidi Sirat (マレーシア理科大学、
マレーシア国家高等教育研究所長）
（2008 年 6 月）
「マレーシアの留学生戦略」

③Kim Beng Phar（マレーシア理科大学）
(2008 年 6 月）
「アジアの留学生戦略に関する考察」

④鄔大 光 （中国・アモイ大学副学長）
(2008 年 8 月) ＊役職は当時のもの。
「アモイ大学の留学生獲得戦略」

⑤陳武元(中国・アモイ大学高等教育研究所)
(2008 年 8 月)
「中国の留学生政策と高等教育」

⑥Irene Tan Ai Lian(UCSI大学、マレーシア )
(2009 年 10 月)
「マレーシアの私立大学の国際化」

⑦Koo Yew Liu (マレーシア国民大学)
(2009 年 10 月)
「マレーシアの国立大学の国際化」

招聘者の研究発表はその一部を本研究の
最終報告書（後述）に掲載している。

またこれら海外の研究協力者とは、招聘し
た研究会に限らず、その後も連携を取り合い、
ネットワーク構築の礎となりつつある。特に、
2009 年 12 月には、本研究ネットワークをき
っかけに、②の Morshidi 教授が所属するマ
レーシア国家高等教育研究所主催のグロー

バル高等教育フォーラム開催に、本グループ
からも Lrong Lim 教授が同会議に参加して交
流を深めた。また同フォーラムには⑥Irene
Tan 女史と⑦Koo 女史も参加していたことも
あり、Lrong Lim 教授は Irene 女史の勤務先
の UCSI 大学を訪問調査する機会を得た。さ
らに、本研究をきっかけに、苑復傑教授はア
モイ大学、また杉村が香港大学、マレーシア
の UCSI 大学をそれぞれ調査訪問し、今後の
研究ネットワークの意義と継続を確認した。

(4)本研究の成果概要
本研究を通じ、アジア・オセアニアの留学

生移動と教育のボーダーレス化に関して明
らかになった点は以下のとおりである。

①留学生移動の多様化
今日のアジア・オセアニア地域の留学生政

策には、1)政治的・経済的戦略、2)私費留学
の増加による留学の大衆化、3)トランスナシ
ョナル・プログラムの普及と留学形態の多様
化という３つの特徴がみられる。こうした動
向は、国家発展のための人材育成と獲得とい
う国家の戦略によって加速化し、相互理解や
相互交流といった従来からあった留学生政
策の目的は影を薄めている。またそこでは、
ごく一部のエリート層が国費で留学させな
がら「頭脳流出」を懸念していたのとは異な
り、「頭脳還流」という発想のもとに国際移
動する人材をいかに活用するかという観点
から政策が展開されている。

しかしながら、こうした国家の戦略が政策
として機能するのは、実際に留学生個々人に
よる国際移動があるからこそであり、留学で
きるだけの経済的基盤をもった「普通の
人々」の教育要求の高まりと上昇志向が、私
費留学隆盛の背後にはみられる。折しも、
1990 年代に各国で行われた高等教育の多様
化・民営化の動きと、そこで積極的に導入さ
れるようになった国境を越えて展開される
トランスナショナル教育は、留学生個々人に
さまざまな形態をもつ教育の機会を提供す
るようになった。

この結果、今日の留学生移動は、アジア・
オセアニア諸国の学生が一様にアメリカを
中心とする欧米先進国への留学を目指すと
いう直線的な従来の構図から大きく変容し
ている。すなわち、1)アジアを基点とする留
学生移動は、引き続きオセアニアを含む欧米
（特に英語圏）への移動が拡大している一方
で、2)アジア域内での移動が活発化し、特に
日・中・韓３カ国の東アジア域内の増加、中
国と ASEAN（特にシンガポール、マレーシア、
タイ）との移動、ASEAN 域内の移動（例えば
インドネシアとマレーシア）が目立つように
なっている。さらに、3)中東やアフリカ諸国
から留学生増加に伴うアジアに向けての新



たな留学生移動も顕著になっており、留学生
移動は、重層的な構造をみせるようになって
いる。

図１ 多様化する留学生移動
(出所：杉村美紀作成)

②留学生移動とトランスナショナル教育の
誘因

本研究を通じ、留学生移動に関して明らか
になった第 2の点は、トランスナショナル・
プログラムの導入により、留学生教育が多国
間関係のなかで捉えられるようになってお
り、それに伴い留学生移動も様々な要因で起
きているという点である。たとえばオースト
ラリアのオフショアプログラムとして開設
されたマレーシアにあるオーストラリアの
大学の分校を例にとると、マレーシア人学生
にとっては国内にいながら、海外に留学する
よりも安い費用でオーストラリアの教育を
英語で受けることができるという利点があ
る。こうしたプログラムは、マレーシアにと
って海外からの留学生を誘致する際のメリ
ットにもなり、実際、中国をはじめとするア
ジア、ならびに中等やアフリカなどから留学
生が来るようになっている。この結果、マレ
ーシアは、かつての留学生送り出し国から今
日では受入れ国へと変貌をとげている。

ただし、そうした留学生にとって、マレー
シアへの留学は、あくまでもトランスナショ
ナル・プログラムに惹かれてのものであり、
マレーシアそのものに興味があって来てい
るとは限らない。たとえば、ここ数年急増し
ているマレーシアで学ぶアフリカ諸国の留
学生は、マレーシアでとりあえず英語を学ん
だら、大学院ではイギリスないしオーストラ
リアへの再留学を考えているという。ここに
は、マレーシアをいわばステップアップのた
めの「飛び石」ととらえ、最終目的地ではな
くトランジット・ポイントとして考えている
留学生個々人の戦略が示されている。

こうした留学生移動の誘因をまとめると、
トランスナショナル・プログラムのもつ政
治・経済・言語・地理・宗教・教育的要因が

それぞれ留学生送り出しと受入れのプッシ
ュ要因・プル要因となり、留学生移動の多様
化を促していることが明らかになった。

③留学生移動が起こす社会文化変容―「ボー
ダーレス化」にかわる「多孔化」

さらに本研究の成果がインパクトを持つ
のは、こうした留学生移動が、本研究のテー
マにも掲げた教育の「ボーダーレス化」、す
なわち、トランスナショナルな教育活動を通
じて国境が無くなることには必ずしもなら
ず、留学生移動が引き起こしている社会文化
変容は、「新たなナショナリズム」ともいう
べき動向を生み、そこでは国境をより強く意
識せざるを得ない状況を生じていることを
明らかにした点にある。本研究を通じ、オー
ストラリアやマレーシア、中国、韓国、日本
をそれぞれ基点とする留学生の移動先では、
オーストラリアにおけるインド人留学生襲
撃事件やマレーシアにおけるアフリカ系留
学生の文化適応問題、あるいは日本における
留学生受入れをめぐる対応のように、異文化
をもつ留学生との多文化共生問題が顕在化
していることが明らかとなった。受入れ国の
側に生じる異文化に対しての「新たなナショ
ナリズム」は、留学生の増加に伴い多くの通
過孔があけられたとしても、それは決して国
境の壁を取り去ることには繋がらず、むしろ
受入れ側が国境の違いと文化的差異をより
強く意識するように作用し、決して国境が取
り去られることはない。その意味で、国際化
を進める留学生政策は、結果的には、国境の
境が無くなるグローバル化に向かうのでは
なく、むしろナショナリズムの再興を促すの
である。このことは、留学生移動が、単に物
品の移動ではなく、留学生個々人が異なる文
化的背景をもっているからこそ起こり得る
問題であり、今後、人材育成・獲得政策のな
かで留学生政策が論じられる際には、見過ご
すことのできない課題と考える。

(5)本研究の成果発表
以上述べた研究成果は、国内学会および国

際会議等において発表した。その詳細は後述
するとおりである。

また最終報告書の内容は以下の通りであ
る。報告書は、アジア・オセアニアの多様化
する留学生移動の実態を分析した第 1 部と、
特にマレーシアの事例を様々な側面から分
析した第 2部から成り、前述のとおり、招聘
研究者の論文も収録している。

【報告書の構成】
杉村美紀 「多様化する留学生移動と国境を

越える教育の変容」
苑復傑「東アジアの留学と留学生政策―日・

中・韓の視点からー」



羅京洙「韓国高等教育の地域化と留学生移
動」

Andrey, Uroda, “Policies of China and
Russia on Transnational Education
Analyzed via Institutional
Cooperation”

Long Lim,“International Higher Education
in Japan; ‘Returning’through the
300,000 International Students Plan”

杉本和弘「オーストラリアの国際教育と移民
政策―国・機関・個人の『戦略』の交錯」

Morshidi Sirat,”AttractingInternational
Students to Malaysia: The East Factor”

Koo Yew Lie, “Transnational Higher
Education and Transnational Students’
Mobility in Malaysia: shaping
educational futures”

我妻鉄也「マレーシアにおけるオフショアプ
ログラムの受入れー豪州大学の分校を事
例として」

Irene Tan Ai Lian, “An Exploration of
African Students in Malaysia”

(7)今後の展望と課題
本研究では、今日の留学生移動が、トラン

スナショナル・プログラムを選びとる国家や
教育機関、そして個々人の留学生のさまざま
な戦略によって多様化していることが明ら
かになった。その意味で今後の留学生政策研
究は、単に量的確保を目指すものだけではな
く、文化的社会的変容を考慮した質的な研究
が求められているといえる。今回、海外の研
究協力者と構築した研究交流ネットワーク
を生かしながら。今後の調査研究においては、
今回は資料上の制約から十分に出来なかっ
た機関レベル及び個人レベルの分析を行う
ことが課題である。
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